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（2017年2月6日現在）

　
地
区
の
皆
様
、日
頃
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活

動
ご
苦
労
様
で
す
。

　
さ
て
暦
の
上
で
は
立
春
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
朝
夕
に
限
ら
ず
寒
さ

が
厳
し
い
の
で
、く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管
理

に
気
を
つ
け
ら
れ
て
活
動
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
今
期
も
上
半
期
を
終
え
、更
に
は

下
半
期
１
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。今
迄
７
ヶ

月
間
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
８
大
事
業

等
の
進
捗
状
況
を
み
ま
す
と
、先
ず
最
初

に
一
年
と
い
う
短
期
で
は
か
な
り
難
し
い

と
多
方
面
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。332

複
合
の
レ
ガ
シ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、カ
ン

ボ
ジ
ア
に
中
学
校
建
設
は
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
郊
外
に
、テ
ク
レ
ク
中
学
校
が
正
式
に

４
月
２
日
開
校
式
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
332
複
合
で
は
約
50
名
前
後
開
校
式
に
参

席
す
る
予
定
で
す
。

　
更
に
ラ
オ
ス
の
小
学
校
建
設
は
、予
定

と
し
て
6
月
9
日
ニ
ャ
コ
ー
ン
小
学
校
の

開
校
式
の
目
途
を
つ
け
る
事
が
出
来
ま
し

た
の
で
、こ
ち
ら
に
も
332
複
合
で
約
50
名

前
後
で
開
校
式
に
参
席
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、今
期
中
無
理
で
は
な
い
か
、あ

る
い
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
一
部
で
御

心
配
さ
れ
て
い
た
、332
─
Ｃ
地
区
の
レ
ガ

シ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、ア
ジ
ア
初
の
メ
ガ

ネ
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、色
々
紆
余

曲
折
が
あ
り
、関
係
者
に
は
大
変
御
苦
労

お
か
け
し
ま
し
た
が
今
期
中
開
設
に
向
け

大
き
な
大
き
な
前
進
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

332
─
Ｃ
地
区
に
2
ヶ
所
目
の
レ
オ
ク
ラ
ブ

も
は
っ
き
り
と
進
展
し
て
来
て
い
る
事
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン・
新
ク
ラ

ブ
結
成
の
動
き
も
具
体
的
に
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
も
1
月
末
で
目
標
に
対
し

90
％
を
越
え
目
標
達
成
ま
で
も
う
少
し
で

す
。合
同
ア
ク
テ
イ
ビ
テ
ィ
基
金
も
地
区

全
体
に
か
な
り
理
解
を
さ
れ
、目
標
に
対

し
60
％
近
く
ま
で
来
て
い
ま
す
。　

　
毎
回
地
区
の
皆
様
に
切
実
に
強
調
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
会
員
増
強
も
12
月
末

で
僅
か
今
期
21
人
の
純
増
で
し
た
が
、
1

月
だ
け
で
17
人
の
純
増
が
あ
り
今
期
合
計

で
38
人
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
会
員
増

強
に
御
尽
力
頂
い
た
、
各
Ｚ
Ｃ
、
そ
し
て
、

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様 

に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
地
区
の
皆
様 

あ
と
73
名
で
遂
に
332
─
Ｃ

地
区
の
悲
願
Ｌ
2
0
0
0
が
達
成
で
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
が
大
事
で
あ
り
正
念
場
で
す
。

1
月
同
様
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
頂
け

れ
ば
必
ず
Ｌ
2
0
0
0
以
上
に
な
り
ま
す
。

1
月
26
日
は
、第
1
Ｒ
の
１
Ｚ
、２
Ｚ
、３

Ｚ
の
新
年
合
同
例
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、

約
250
人
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
き
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、パ
ワ
ー
を
感
じ
さ

せ
る
、素
晴
ら
し
い
合
同
例
会
で
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
、お
互
い
を
信
じ
合
い
、

仲
間
を
増
や
し
、奉
仕
の
輪
を
広
げ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
!

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
頑
張
り
を
信
じ
て

い
ま
す
。
私
達
の
愛
す
る
332
─
Ｃ
地
区
の

発
展
の
為
、
共
に
頑
張
っ
て　
行
き
ま

し
ょ
う
、
W
e    

S
e
r
v
e
！

ガバナー
L.岩本 政郁

（仙台青葉LC）
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会
則
・
指
導
力
育
成
・
ク
ラ
ブ
向
上

委
員
会
の
千
葉
和
行
副
委
員
長
の
司
会

の
下
、
会
則
・
指
導
力
育
成
・
ク
ラ
ブ

向
上
委
員
会
の
木
口
順
子
委
員
長
に
よ

る
開
会
の
挨
拶
で
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
新
年
の
挨

拶
と
ク
ラ
ブ
会
長
交
流
会
の
趣
旨
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

一
部
の
講
演
会
に
入
り
、
北
川
英
之

G
L
T
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

講
師
紹
介
の
後
に
、「
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
採
用
と
事
業
承
継
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
人
材
派
遣
業
を
中
心
に
３
社
を
経

営
さ
れ
て
い
る
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ク
ス
株
式

会
社
の
代
表
取
締
役 

松
橋 

隆
広 

氏

よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
継
続
発
展
を
会
社
の

継
続
発
展
に
重
ね
合
わ
せ
、
人
材
の
育

成
と
組
織
の
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
丁
寧
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
1
月
16
日
㈪
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
に
お

い
て
、
第
2
回
ク
ラ
ブ
会
長
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
執
行
部
、

北
川
G
L
T
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
す
る
各
委
員
会
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
、
そ
し
て
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
が
集
ま
り
、
第
一

部
と
し
て
講
演
会
を
開
催
、
第
二
部
と
し
て
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
運
営
の
現
状
や
方
針
の
実
践
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
懇
親
会
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

クラブ会長が熱心に学び、考えを共有しました

4LION MIYAGI 2016-2017

木口順子会則・指導力
育成・クラブ向上委員
長より開会の挨拶

北川英之GLT地区
コーディネーターよ
り講師紹介

第2回 クラブ会長交流会
ライオンズクラブ国際協会332-C地区
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武者副幹事に
よる説明

　
第
二
部
は
、「
332
─
Ｃ
地
区
の
現

状
と
重
点
事
項
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
岩
本
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
地
区
の
現
状
と
方
針
の
確

認
と
重
点
事
項
達
成
に
向
け
た
具
体

的
な
行
動
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か

ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
ス
ピ
ー
チ
の

後
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ
り
年
次

大
会
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

100
周
年
の
年
次
大
会
が
こ
の
4

月
に
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。

100
周
年
の
年
次
大
会
を
素
晴
ら

し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
！
橋

本
誠
一
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成

委
員
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ

り
、
終
了
し
ま
し
た
。
中
身
の

濃
い
素
晴
ら
し
い
会
長
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

岩
本
ガ
バ
ナ
ー
ス
ピ
ー
チ
要
点

332-C地区支援事業
視力—アイバンク、腎バンク、骨髄バンク、臍帯血について

５つの強化推進策
①100周年記念奉仕 全クラブ達成に向けて
②東日本大震災復旧支援について
③ライオンズナビ：インターネットを活用し、ライオンズ同士のビジネス

についてお互いがより理解を深め、交流するためのシステムについて
④女性会員35%達成を目指して
⑤アメックスプラチナカード加入

332-C地区 8大目標
①332-C地区レガシープロジェクトについて
世界で19番目でアジア初の「眼鏡リサイクルセンターの
設立」を目指して推進を検討しています。達成に向けて
様々な障害や労力・費用が予想されているので、「小さく
産んで、大きく育てる」の精神で、まず実現に向けて着
実に推進していきたいと思っています。

⑤合同アクティビティ基金600万円
複合のレガシープロジェクトによる特別な支出のために、
通常より多い支出が見込まれています。現状は、329万
円の献金を頂戴しています。地区が歴史として積み上げ
てきた合同アクティビティ基金を後世にしっかりと残せ
るようにさらなるご理解と献金をお願いいたします。

②332MDレガシープロジェクト
カンボジアに中学校、ラオスに小学校を建設します。複
合地区において着々と進めています。カンボジアの中学
校の開校が4月2日に決まりました。そしてラオスの小学
校が6月に開校が予定されています。

⑥L-1（エルワン）グランプリⅡ
2016年11月26日に大盛況で開催されました。
炊き出し訓練を通じて、ライオンズの活動を県民の方々
に大きくアピールすることができました。

③未来に繋げるアタック300！オールメンバーASK1！
純増300名を掲げておりますが、12月31日現在で純増
21名と、とても残念な結果で進捗しています。クラブ会
長を筆頭とした各クラブの皆様の具体的な行動が求めら
れています。何卒、よろしくお願いいたします。

⑦レオクラブの復活と結成推進
東北福祉大学レオクラブがとても活発に活動をしていた
だいています。
さらにレオクラブを増やせるよう、現在活動中です。

④26万人の子供を救おう！
ワンショット、ワンライフ！

LCIF13万ドル

⑧エクステンション
日本三景の松島にクラブを復活させていきたいという強
い思いを持っています。また、涌谷の方でもエクステンショ
ンの話が進んでいます。

佐藤会計より年次
大会の案内 「事業承継と人材育成」

をテーマにした松橋隆広
社長の講話橋本誠一次世代リーダー育成

委員長より閉会の挨拶

千葉和行会則・指導力
育成・クラブ向上副委
員長の素晴らしい司会
により進行しました

岩本ガバナーよりキャビネットの現状と
方針についてお話がありました

〜ライオンズクラブ創立100周年記念年次大会〜

大会スローガン「あの山を越えるのは、あなた」
2017年 4月23日㈰ 会場：東北大学「 萩 ホ ー ル 」／ 仙台国際 セ ン タ ー 展示棟

第63回 年次大会
告知

ライオンズクラブ
国際協会332-C 地区
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【
第
1
Z
、
第
2
Z
、
第
3
Z

　
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
岩
手
県
台
風
10
号
豪
雨
災
害
街
頭
募
金
贈
呈
】

　
12
月
27
日
の
年
末
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第
1
Z
、
第
2
Z
、
第
3
Z
合
同
街
頭
募
金

１
０
０
，０
０
０
円
を
第
一
Z
Z
C
の
横
山
毅

一
さ
ん
と
共
に
、岩
手
県
岩
泉
町
長
の
伊
達
勝

身
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
し
た
。町
長
の
伊
達
さ

ん
か
ら「
募
金
は
じ
め
レ
オ
ク
ラ
ブ
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。引
き
続
き

　
日
頃
よ
り
、
3
ゾ
ー
ン
の
会
長
、
幹
事
、

先
輩
ラ
イ
オ
ン
の
皆
様
か
ら
、
格
別
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
11
月
25
日
第
2
回
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
以
降
の
3
ゾ
ー
ン
で
の
活
動

　
早
い
も
の
で
7
月
か
ら
の
出
発
の
半
期

が
過
ぎ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
訪
問
が
仕
事

始
め
と
決
め
て
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
を
回
っ
て
色
々
お
話
を
し
な
が

ら
ガ
バ
ナ
ー
の
目
標
の
一
つ
、
会
員
増
強

の
状
況
を
聞
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
中
々
ね
ー
」「
無
理
で
す
ね
ー
」
の
声
、

他
人
事
、
ど
こ
か
で
頑
張
っ
て
る
だ
ろ
う
…
。

の
気
持
ち
が
あ
る
所
も
現
状
で
す
。
ま
た

一
方
で
は
「
飽
和
状
態
だ
か
ら
増
強
活
動

は
し
な
く
て
良
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い

う
声
も
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
少
人

数
の
ク
ラ
ブ
か
ら
み
た
ら
な
ん
と
羨
ま
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
複
合
と
し
て

も
332
─
Ｃ
は
下
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
事
か

ら
も
絶
対
に
増
強
活
動
は
行
わ
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
の
は
主
に
例

会
で
す
。
例
会
の
幹
事
報
告
の
殆
ど
と
言
っ

て
良
い
く
ら
い
に
会
員
増
強
の
項
目
が
無

を
図
ろ
う
と
す
る
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
何
か
と
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て

お
り
、
今
年
は
内
外
と
も
に
激
動
の
年
に

な
り
そ
う
で
す
が
、
外
に
は
振
り
回
さ
れ
ず
、

日
本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
332
─
Ｃ
地
区

1
R
3
Z
で
あ
る
誇
り
を
堅
持
し
、
3
ゾ
ー

ン
会
長
・
幹
事
3
ゾ
ー
ン
の
ラ
イ
オ
ン
同

士
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
と
6
ヶ
月
余
り
で
す
が
岩

本
ガ
バ
ナ
ー
の
第
一
目
標
会
員
増
強
を
確

か
な
歩
み
で
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
簡
単
で
す
が
3
回
目
の
活
動
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
早
速
11
月
28
日
第
2
回
会
長
・
幹
事
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
仙
台
エ
コ
ー
、
仙
台
宮
城
野
、
仙
台
第
一
、

仙
台
青
雲
、
仙
台
コ
ア
、
5
ク
ラ
ブ
会
長
・

幹
事
だ
り
出
席
を
含
め
て
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
、
L
─
1

グ
ラ
ン
プ
リ
の
報
告
、
第
1
R
・
1
Z
・

2
Z
・
3
Z
の
新
年
合
同
例
会
、
第
63
回

地
区
年
次
大
会
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
、
話
題
は
専
ら
会
員

増
強
の
話
題
で
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
・

幹
事
の
皆
様
が
、
ク
ラ
ブ
の
事
情
、
状
況

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
会
員
増
強
・
維
持

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、新
米
を
日
本
赤
十

字
社
宮
城
県
本
部
に
提
供
し
、ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス

（
非
常
用
包
装
食
袋
）に
紫
波
姫
産
米
を
入
れ
、

会
場
で
配
布
し
ま
し
た
。今
後
も
様
々
な
団
体

と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
周
知
、活
動
促
進
に
つ
な
げ
て
ゆ
き
ま
す
。

【
第
二
Z
会
長
会
幹
事
会

　
　
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
と
は
？
】

　
12
月
8
日
の
第
２
回
第
二
Z
会
長・会
幹
事

会
で
は
、「
活
動
を
続
け
た
い
と
思
う
魅
力
的
な

ク
ラ
ブ
と
は
?
」を
テ
ー
マ
に
各
ク
ラ
ブ
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
Z
で
は
、東
北
福
祉
大
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
の

活
動
支
援
、青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、健
全
育

成
等
の
継
続
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て

若
い
世
代
、新
た
な
会
員
を
増
や
す
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。報
告
の
際
の
会

長・幹
事
さ
ん
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

復
旧・復
興
へ
引
き
続
き
支
援
と
要
請
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
8
月
30
日
の
台
風
10
号

の
豪
雨
被
害
の
被
災
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
被
害
総
額
は
、450
億
。岩
泉
町
の
一
般
会
計

90
億
の
5
倍
。道
路
の
復
旧
費
は
70
億
円
で
1

割
の
自
治
体
負
担
、復
旧・
復
興
か
ら
負
担
の

軽
減
や
通
信
関
係
の
整
備
、今
後
の
復
興
住
宅

の
建
設
に
あ
た
り
土
木
技
術
職
員
が
不
足
し
て

お
り
国
及
び
東
北
各
県
に
要
請
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
今
後
も
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で
す
。

【
災
害
に
備
え
て
連
携
と
協
働
】

　
11
月
26
日「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
100
周

年
L
─
1
グ
ラ
ン
プ
リ
Ⅱ
」が
勾
当
台
公
園
で

行
わ
れ
、日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
の
後
援

に
よ
り
、災
害
に
備
え
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
日
赤
の
連
携
協
働
を
行
い
ま
し
た
。紫
波
姫

い
の
が
現
状
で
す
。
今
期
ガ
バ
ナ
ー
の
目

標
の
中
の
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
数
字
は
達
成
、
ま
た
未
達
で
あ
っ

て
も
限
り
な
く
目
標
に
近
い
数
字
に
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
純
増
300
名
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
こ
の
6
ヶ
月
で
20
名
台
で
は
話

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
ク
ラ
ブ
の
例
を
申
し
上
げ
ま
す
の

で
参
考
に
出
来
れ
ば
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　
会
員
14
名
で
す
の
で
6
名
を
入
会
さ
せ

た
い
こ
と
か
ら
Ｌ
20
と
銘
打
っ
て
全
員
で

意
識
を
持
ち
合
っ
て
行
動
を
し
、
例
会
時

の
幹
事
報
告
の
中
に
項
目
を
も
っ
て
Ｌ
20

の
進
捗
を
話
し
合
い
ま
す
。（
幹
事
報
告
の

中
に
必
ず
項
目
を
持
た
な
い
と
意
味
が
無

く
な
り
ま
す
）

　
結
果
、
今
期
中
に
4
名
の
方
の
入
会
が

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
ク
ラ
ブ
内

で
会
員
数
に
目
標
の
人
数
を
足
し
て
Ｌ
23

と
か
Ｌ
35
等
と
目
標
を
掲
げ
て
頑
張
っ
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
是
非
実
行
し
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
?

Zゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ンC
中
間
報
告

L.遊佐 美由紀
仙台青葉LC

1R2Z
L.中村　等
仙台宮城野LC

1R3Z

L.横山 毅一
仙台泉中央LC

1R1Z

6LION MIYAGI 2016-2017



2017.2

　
昨
年
11
月
25
日
㈮
第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

に
出
席
の
中
で
10
月
末
の
会
員
増
強
の
現
況
に
つ

い
て
そ
の
責
任
の
一
端
を
感
じ
て
居
り
ま
す
。第

2
回
ゾ
ー
ン
会
議
の
中
で
、会
長
、幹
事
の
皆
様

に
8
月
の
公
式
訪
問
時
の
説
明
で
も
確
認
を
し
て

居
り
ま
す
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。今

期
も
半
期
が
経
過
致
し
ま
し
た
が
、以
前
に
も
申

し
上
げ
ま
し
た
が
体
調
不
良
で
充
分
な
活
動
が
出

来
な
か
っ
た
事
、反
省
を
し
て
居
り
ま
す
。し
か

　
ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
任
期
も
半
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。ガ
バ
ナ
ー
の
思
い
や
事
業
等

は
我
が
ゾ
ー
ン
内
で
も
各
委
員
会
の
方
々
が

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。12
月
8
日
に
は
ゾ
ー
ン
会
議
を
開
催

し
、各
ク
ラ
ブ
ご
と
の
活
動
内
容
等
を
討
議
し

ま
し
た
。

し
、ど
う
し
て
も
年
内
に
ク
ラ
ブ
訪
問
を
と
、日

程
を
調
整
し
12
月
15
日
㈭
大
河
原
L
C
訪
問
実

施
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
歓
迎
の
も
と
、ガ
バ
ナ
ー

の
目
標
の
一
つ
会
員
増
強
300
名
の
純
増
に
対
す
る

現
況
を
報
告
し
正
会
員
は
勿
論
で
す
が
、先
ず
は

家
族
会
員
の
取
組
。（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ・合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
）基
金
へ
の
お
願
い
が
私
の
役
目
だ
ろ
う

と
思
っ
て
居
り
ま
す
。暖
か
い
ご
返
答
の
も
と
快

く
帰
り
の
途
に
。又
、年
明
1
月
12
日
㈭
大
変
寒

い
小
雪
混
じ
り
の
中
、柴
田
L
C
訪
問
し
ま
し
た
。

私
の
急
な
訪
問
で
し
た
が
出
席
率
も
良
か
っ
た
様

で
し
た
。

　
大
河
原
訪
問
時
と
同
様
に
お
願
い
ば
か
り
で
し

た
が
、家
族
会
員
に
つ
い
て
は
積
極
的
で
は
な
か
っ

た
様
な
ご
意
見
あ
り
ま
し
た
。考
え
な
が
ら
で
も

ご
協
力
の
方
へ
、と
理
解
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　
1
月
16
日
㈪
参
加
を
し
て
電
車
の
遅
れ
で
最
初

か
ら
聞
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、松
橋
隆
広
先
生

の
お
話
を
聞
き
、若
か
っ
た
ら
起
業
を
し
た
く
な

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。良
い
企
画
だ
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。岩
本
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、ガ
バ
ナ
ー
に

な
っ
た
つ
も
り
で
ゾ
ー
ン
を
引
っ
張
る
よ
う
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。2
月
中
に
は
全
ク
ラ
ブ
訪
問
を
予

定
と
し
て
居
り
ま
す
。

　
各
委
員
会
に
お
い
て
は
役
員
も
い
る
の
で

し
っ
か
り
対
応
す
る
と
の
事
で
し
た
。

　
12
月
20
日
に
は
白
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を

訪
問
し
活
動
内
容
や
Ｃ
Ｎ
55
周
年
の
収
支
報
告

を
受
け
ま
し
た
。各
ク
ラ
ブ
共
、内
容
の
差
は

あ
れ
、し
っ
か
り
と
活
躍
し
て
お
り
ま
す
が
会

員
増
強
に
お
い
て
は
我
が
ゾ
ー
ン
も
多
少
の
増

員
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
大
幅
な
増
員
は
難
し

い
状
況
で
す
。既
在
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
年
齢
が

高
く
な
っ
て
お
り
若
い
人
を
入
会
さ
せ
る
に
は

魅
力
が
足
り
な
い
の
か
と
も
思
い
ま
す
。

　
若
い
人
た
ち
に
少
数
で
も
い
い
か
ら
新
し
い

ク
ラ
ブ
、又
は
支
部
を
作
っ
て
活
動
さ
せ
る
努

力
が
必
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
6
月
ま
で
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
経
過
報
告（
11
月
25
日
以
降
）

　
早
い
も
の
で
7
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

①
11
月
25
日　
第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

②
11
月
26
日　
L
─
1
グ
ラ
ン
プ
リ
Ⅱ

　
利
府
L
C
と
多
賀
城
L
C
が
出
店
。他
の
ク
ラ

ブ
会
員
さ
ん
も
色
々
な
役
目
で
参
加
し
ま
し
た
。

③
第
2
回
ゾ
ー
ン
会
議

④
例
会
訪
問

　
例
会
訪
問（
7
ク
ラ
ブ
）

　
12
月
7
日　
仙
台
い
わ
き
り
L
C

　
12
月
7
日　
七
ヶ
浜
L
C（
紀
野
国
副
Z
C
）

　
12
月
10
日　
塩
釜
L
C・利
府
L
C
合
同
例
会

　
12
月
11
日　
仙
台
高
砂
L
C

　
1
月
10
日　
多
賀
城
L
C

　
1
月
12
日　
仙
台
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
L
C

⑤
1
月
16
日　
第
2
回
会
長
交
流
会

　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
も
各
ク
ラ
ブ
の
三
役
さ
ん
も
中

盤
を
迎
え
熱
気
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。L
─
1

グ
ラ
ン
プ
リ
Ⅱ
は
す
ご
い
盛
り
上
が
り
で
成
功
に

終
わ
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　
ゾ
ー
ン
会
議
で
は
リ
ジ
ョ
ン
内
の
再
編
に
つ
い

て
三
役
さ
ん
か
ら
沢
山
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
例
会
訪
問
で
は
ク
ラ
ブ
三
役
さ
ん
が
100
周
年
の

目
標
に
つ
い
て
配
慮
を
い
た
だ
き
、流
石
1
Z
と

深
く
胸
に
来
ま
し
た
。暖
か
く
歓
迎
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
長
交
流
会
で
は
外
部
講
師
の
貴
重
な
話
を
聞

く
事
が
出
来
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　
当
ゾ
ー
ン
は
6
年
過
ぎ
て
も
復
興
途
中
の
会
員

さ
ん
が
多
く
、弱
音
を
言
わ
ず
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動

に
貢
献
い
た
だ
き
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
、簡
単
で

す
が
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
11
月
25
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
の
報
告
を
12
月
12
日
、ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
に
お
い
て
担
当
ク
ラ
ブ
の

塩
釜
中
央
Ｌ
Ｃ
の
も
と
第
2
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問

委
員
会
並
び
に
ゾ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
ま
し
た
。開
会
の
挨
拶
を
会
長 

平
山　
優
Ｌ

氏
よ
り
頂
き
諮
問
書
の
報
告
を
ま
と
め
た
一
覧

表
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ
り
提
供
し
て
も
ら
い
３

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
周
年
記
念
事

業
と
一
緒
に
実
施
し
た
り
、町
内
会
の
会
報
発

行
へ
の
支
援
と
か
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
成
功
裏
に
終
え
、大
変
好
評
で

あ
り
来
期
も
計
画
し
た
い
の
で
と
ゾ
ー
ン
へ
の

協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
各
ク
ラ
ブ
同
意
見
が

多
く
、会
員
維
持
も
健
康
上
の
理
由
等
で
危
ぶ

ま
れ
る
状
態
で
す
。し
か
し
友
人
、知
人
、元
会

員
、得
意
先
そ
の
他
会
の
同
僚
に
声
掛
け
と
会

員
相
互
の
親
睦
と
明
る
い
奉
仕
団
体
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
関

係
も
あ
り
厳
し
い
状
態
で
す
が
元
公
務
員
、経

済
会
の
交
流
の
場
に
て
色
々
と
説
明
し
て
い
ま

す
と
の
事
、大
衡
地
区
へ
の
支
部
制
、富
谷
町
か

ら
市
へ
の
移
行
に
よ
る
記
念
増
強
と
市
長
並
び

に
町
長
の
協
力
と
声
掛
け
に
期
待
し
お
願
い
を

し
ま
し
た
。な
お
当
ゾ
ー
ン
に
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
役
員
及
び
経
験
者
も
多
く
私
の
説
明
不
足

に
つ
い
て
詳
細
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

L
─
1
グ
ラ
ン
プ
リ
に
つ
い
て
や
百
周
年
記
念

奉
仕
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。又
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
幹
事
、会
計
に
は
慎
重
に
審
議
さ

れ
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、で
も
諮
問
書

に
つ
い
て
少
々
理
解
出
来
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
と
の
事
で
し
た
。議
事
の
最
後
に
第
１
回
目

の
諮
問
委
員
会
並
び
に
ゾ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
懇
親
会
の
決
算
が
報
告
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、同
ホ
テ
ル
の
美
味
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
、大
変
楽
し
い
懇
親
会
と
な
り
会
の

終
わ
り
に
は
ま
た
健
康
で
会
う
事
を
誓
い
全
て

の
会
議
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ブ
三
役
の
皆
様
の
協
力
と
塩
釜
中
央

Ｌ
Ｃ
の
皆
様
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

L.大河内 今朝治
丸森LC

2R1Z
L.佐藤 英雄

白石益岡LC

2R2Z

L.相澤 文彦
多賀城LC

3R1Z
L.佐々木 久夫

大和エコーLC

3R2Z
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今
期
岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
の
下
、4
R
1
Z
に
お

い
て
の
Z
C
の
活
動
も
よ
う
や
く
折
り
返
し
地
点
と

な
り
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
訪
問
、ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
、

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
と
前
半
戦
の
活
動
を
振
り
返
り

ま
し
て
、改
め
て
4
R
1
Z
の
団
結
力
の
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。10
ク
ラ
ブ
、1
ク
ラ
ブ
支
部
の
あ
る
こ
の
ゾ
ー

ン
を
ま
と
め
る
の
は
正
直
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私

の
よ
う
な
未
熟
者
が
今
期
Z
C
に
な
り
ス
ム
ー
ズ
に

活
動
出
来
た
の
も
4
R
1
Z
の
ク
ラ
ブ
三
役
様
は
じ

め
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、そ
し
て
前
期
こ
の
ゾ
ー

ン
を
1
つ
に
団
結
さ
せ
た
石
川
達
雄
前
ガ
バ
ナ
ー
の

　
Z
C
と
し
て
、3
ヶ
月（
11
月
～
1
月
）の

活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

▽
10
月
26
日　
南
三
陸
志
津
川
南
方
仮
設
住

宅
自
治
会
訪
問

▽
11
月
5
日
群
馬
県　
館
林
中
央
L
C
被
災

地
訪
問
事
前
準
備
打
ち
合
わ
せ
出
席

▽
11
月
5
日　
群
馬
県　
館
林
中
央
L
C
被

災
地
、南
三
陸
志
津
川
町
南
方
仮
設
住
宅

訪
問

　
館
林
名
物
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
を
皆
さ
ん
に

　
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
か
ら
始
ま
り
栗
駒

L
C 

50
周
年
記
念
例
会
・
5
R
2
Z
内
ク

ラ
ブ
訪
問
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
栗
駒
L
C
訪
問
で
は
教
員
を
退
職
後
、

郷
土
の
歴
史
を
探
究
、
著
書
出
版
さ
れ
た
菅

原
勇
喜
氏
を
例
会
に
招
き
「
奥
州
栗
原　
戦

国
物
語
・
伊
達
政
宗
と
栗
原
ゆ
か
り
の
武
士

た
ち
」
と
題
し
た
講
話
を
聴
収
し
、
地
域
の

歴
史
を
改
め
て
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
ク
ラ
ブ

訪
問
で
し
た
。

　
高
清
水
L
C
訪
問
は
芋
煮
会
時
の
例
会

に
招
待
し
て
頂
き
少
人
数
の
会
員
で
し
た
が

　
上
半
期
の
半
年
が
過
ぎ
各
ク
ラ
ブ
も
、青
少
年
健
全

育
成
の
た
め
の
事
業
を
開
催
し
、奉
仕
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　
古
川
L
C
は
第
9
回
少
年
選
抜
野
球
大
会
、小
牛
田

L
C
は
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
、鹿
島
台
L
C
は
少
年

柔
道
大
会
、涌
谷
L
C
は
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
資

金
獲
得
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に
お
い
て
、ガ
バ
ナ
ー

よ
り
会
員
増
強
の
件
で
10
月
現
在
で
の
純
増
20
人
と

ご
ち
そ
う
し
ま
し
た
。焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う

が
出
来
上
が
る
ま
で
歌
声
喫
茶
の
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
演
奏
で
仮
設
の
入
居
者
約
70
人

が
演
奏
に
合
わ
せ
大
き
な
声
を
出
し
て
詩

を
合
唱
い
た
し
ま
し
た
。

▽
11
月
7
日　
第
1
回
ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
会
議
へ
出
席（
332
─
Ｃ
地
区
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
事
務
局　
12：00
～
14：30
）

▽
11
月
12
日　
気
仙
沼
L
C
設
立
55
周
年
式

典
祝
賀
会
に
出
席

▽
11
月
22
日　
佐
沼
L
C
第
二
例
会
出
席　

ガ
バ
ナ
ー
の
今
期
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
、

な
お
協
力
要
請
し
ま
し
た
。

▽
11
月
25
日　
第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

（
登
録
13：30　
会
議
14：00
～
17：00　
パ

レ
ス
へ
い
あ
ん
）出
席

▽
11
月
26
日　
L
─
1
グ
ラ
ン
プ
リ
Ⅱ
へ
参

加（
仙
台
市
勾
当
台
公
園
市
民
広
場
10：00

心
温
ま
る
例
会
で
し
た
。

　
築
館
L
C
訪
問
は
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会

に
招
待
し
て
頂
き
、
会
員
の
家
族
も
出
席
さ

れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
共
有
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
残
り
の
４
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
も
訪

問
予
定
日
を
決
め
て
お
り
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
の
8
大
目
標
で
あ
る
会
員
増
強

を
支
持
し
、
１
月
21
日
㈯
志
波
姫
エ
ポ
カ
21

に
於
い
て
5
R
2
Z　
2
0
1
7
年
新
年
賀

詞
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
相
互
交
流
の
推
進
・
新
入
会
員
増

強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
目
標
に
新
入
会
員
希
望

の
方
に
は
無
料
に
て
招
待
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
又
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
二
胡
（
胡

弓
）
演
奏
者　
相
田
雅
美
さ
ん
に
中
国
楽
器

の
生
演
奏
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
事
業
活
動
に
関
し
ま
し
て
は
伊
豆

沼
清
掃
作
業
・
ブ
ナ
植
林
活
動
の
予
定
で
す

が
奉
仕
活
動
を
通
し
て
会
員
増
強
P
R
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

お
蔭
と
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
半
戦
に
向
け
ま
し
て
は
、特
に
今
期
会
員
維
持
増

強
で
苦
戦
を
し
て
い
ま
す
。L
2
0
0
0
を
達
成
し
て

L
3
0
0
0
に
向
け
て
竹
下
直
義
第
1
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
へ
よ
り
良
い
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
昨
年
末
よ
り「
会
員
維

持
増
強
」の
為
の
ク
ラ
ブ
訪
問
を
F
W
T
委
員
会
の
奥

田
恵
子
副
委
員
長
と
実
施
し
て
お
り
、各
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
と
膝
を
交
え
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
お

願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
期
は
F
W
T
委
員
会 

高
橋
恵
美
子
委
員

長
、宍
戸
弘
子
副
委
員
長
に
は
お
忙
し
い
中
、幾
度
と

な
く
石
巻
に
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

ネ
ク
タ
イ
を
素
材
に
し
た
ポ
シ
ェ
ッ
ト
作
り
に
ご
尽

力
頂
い
て
お
り
ま
す
。現
在
は
石
巻
ア
ゼ
リ
ア
ク
ラ
ブ

支
部
の
皆
様
の
ご
協
力
も
頂
き
ま
し
て
、地
区
年
次
大

会
お
い
て
販
売
出
来
る
よ
う
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。折
り
返
し
後
半
戦

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

～
15：00
）

▽
12
月
1
日　
第
2
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問

委
員
会
開
催（
登
録
12：00　
ホ
テ
ル
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
佐
沼
）

▽
12
月
13
日　
佐
沼
L
C
第
一
例
会
出
席　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ
り
の
状
況
等
説
明
し
ま

し
た
。

▽
平
成
29
年
1
月
10
日　

南
三
陸
志
津
川

L
C・佐
沼
L
C
合
同
新
年
例
会
に
出
席

（
登
録
18：00　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐

沼
）佐
沼
L
C
よ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

100
周
年
記
念
事
業
と
し
て
青
少
年
育
成
資

金
10
万
円
を
佐
沼
高
校
定
時
制（
E
T
A
）

へ
合
同
新
年
例
会
の
席
で
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

▽
1
月
16
日　
第
2
回
会
長
交
流
会
及
び
1

月
30
日
の
公
認
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン

セ
ミ
ナ
ー
へ
も
出
席
の
予
定
で
お
り
ま
す
。

の
事
で
、驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
5
R
1
Z
に
お
い
て
も
会
員
は
増
え
る
こ
と
な
く
、

Z
C
と
し
て
も
何
と
か
し
な
く
て
は
と
の
思
い
で
、第

２
回
諮
問
委
員
会
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
会
員
維
持
増
強・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
委
員
長 

笠
原
公
平
L
、

副
委
員
長 

岩
渕
幹
夫
L
の
両
氏
に
来
て
頂
き
、会
員

増
強
に
つ
い
て
お
話
と
家
族
会
員
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ブ
の
3
役
の
方
々
は
、我
が
ク
ラ
ブ
は
会
員

の
高
齢
化
に
伴
い
、厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、ガ

バ
ナ
ー
が
掲
げ
て
お
ら
れ
る
L
2
0
0
0
に
少
し
で

も
近
づ
く
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
、諮
問
委
員

会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ブ
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、互
い
に
協
力
し

あ
う
こ
と
も
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
下
半
期
も
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆

様
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

L.石川 法夫
佐沼LC

4R2Z
L.木村 信和
石巻めぐみ野LC

4R1Z

L.髙塒　仁
鹿島台LC

5R1Z
L.髙橋　昇

志波姫LC

5R2Z

▼活動報告
▽Ｈ28・12月3日

石巻河南LCクリスマス家族会出席
石巻日和LCクリスマス家族会出席
石巻東LCクリスマス家族会出席

▽Ｈ28・12月8日
石巻LCクリスマス家族会出席

▽Ｈ28・12月10日
東松島LCクリスマス家族会出席

▽Ｈ28・12月12日
石巻中央LCクリスマス家族会出席

▽Ｈ28・12月21日
石巻東LC例会訪問

▽Ｈ28・12月27日
石巻中央LC例会訪問

▽Ｈ29・1月4日
東松島LC例会訪問

▽Ｈ29・1月10日
石巻河南LC例会訪問

▽Ｈ29・1月11日
石巻河北LC例会訪問
石巻めぐみ野LC例会訪問

▽Ｈ29・1月13日
第2回ガバナー諮問委員会開催

▽Ｈ29・1月24日
石巻日和LC例会訪問

▽Ｈ29・1月26日
石巻LC・石巻アゼリアクラブ支部合
同例会訪問

▽Ｈ29・2月1日
東松島LC・石巻河南LC・石巻めぐみ
野LC3クラブ合同新年例会出席
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【
成
功
を
目
指
し
て
…
】

「
あ
の
山
を　
越
え
る
の
は　
あ
な
た
」

　
第
63
回
地
区
年
次
大
会
の
大
会
テ
ー
マ

　
第
63
回
地
区
年
次
大
会
の
ホ
ス

ト
リ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
１
リ
ジ
ョ
ン

内
19
ク
ラ
ブ
１
支
部
か
ら
ク
ラ
ブ

毎
に
部
長
、
副
部
長
の
2
名
を
選

出
し
て
い
た
だ
き
、
実
行
委
員
会

を
既
に
2
回
ほ
ど
開
い
て
お
り
ま
す
。
実
行
委
員
会
で

は
100
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
に
す
る
た
め
に
、
ホ
ス

ト
リ
ジ
ョ
ン
一
丸
と
な
っ
て
進
む
こ
と
を
確
認
い
た
し

ま
し
た
。

　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
も
報
告
が
あ
っ
た
通
り
、
今

で
あ
り
4
月
23
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
第
1
回
地
区
年
次
大
会
実
行
委
員
会

が
昨
年
12
月
19
日
㈪
に
正
式
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
の
会
場
は
、
め
ず
ら

し
く
、
東
北
大
学
百
周
年
記
念
会
館
川

内
萩
ホ
ー
ル
と
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
展

示
棟
の
二
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
設
定
に
当
っ
て
の
苦
労
が
ど
ん

な
に
大
変
だ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　
第
1
回
の
会
議
で
開
催
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
が
詳
細
に
発
表
さ
れ
て
実

大
会
は
ど
う
し
て
も
年
次
大
会
参
加

費
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
数
年
に
渡
っ
て
100
周
年
の
た

め
に
積
み
立
て
て
お
れ
ば
値
上
げ
も

し
な
く
て
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

東
日
本
大
震
災
と
い
う
天
災
も
あ
り
、

誰
も
思
い
つ
き
も
せ
ず
話
題
に
も
出

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
既
に
文
書
で
は
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
年
次
大
会
を
例
会
振
替
に
し
て
頂
き
、
一

人
で
も
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
執
行
部
一
同
、
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
助
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

行
に
移
さ
れ
ま
す
。

　
年
次
大
会
は
、
国
際
協
会
と
準
地

区
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
目
指
す

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
、
ゴ
ー
ル
に
到

達
す
る
た
め
の
創
造
的
で
新
し
い
方

法
を
話
し
合
う
場
所
で
あ
り
ま
す
。

　
年
次
大
会
が
成
功
裡
に
開
催
さ
れ

る
か
は
、
各
ゾ
ー
ン
の
リ
ー
ダ
ー
と

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
は
、
最
善
の
努
力

で
魅
力
の
あ
る
年
次
大
会
を
実
現

致
し
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー

に
相
応
し
い
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

L.小池 總明
仙台青葉LC

第63回地区年次大会
委員長

第63回地区年次大会事務局長
キャビネット副幹事

管理運営委員長 委
員
長 

中
間
報
告

　
年
が
明
け
、
早
い
も
の
で
折
り

返
し
地
点
、
1
月
16
日
第
２
回
会

長
幹
事
会
・
1
月
30
日
に
は
公
認

ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
会
長
交
流
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
間

の
交
流
や
問
題
解
決
の
糸
口
を
探

る
べ
く
意
見
交
換
、
ま
た
、
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
講
演
を
準
備
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
“
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
採
用
と
事
業
承
継
”
円
滑

　
今
年
1
月
16
日
、
仙
台
市

の
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
に
て
、

第
2
回
会
長
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
に
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ク

ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

松
橋
隆
広
様

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
第
二
部
に
は
岩

な
事
業
承
継
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
運

営
に
も
通
ず
る
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
皆
様
と
共
に
学
び
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
公
認
ラ
イ
オ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
は
新
し

い
ク
ラ
ブ
（
支
部
ク
ラ
ブ
も
含
む
）
の

ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
（
サ
ポ
ー
ト

役
）に
な
る
為
の
必
須
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
役
立
つ
新
し
い
知
識
を
学

べ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
講
師
に
330
─
A（
東
京
）

地
区
の
G
M
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
元
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
）
進
藤
義
夫
ラ
イ
オ
ン
を
お
迎
え

し
て
お
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
々
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
何
か
一
つ

で
も
、
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
、
事
業
に
と
っ
て
得
る

も
の
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
第
３
回

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
は
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
期
は
仙
台
市
で
、
公
認
ガ
イ

デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
研
修
が
行
わ
れ
ま

す
。
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
オ
ン
は
新

ク
ラ
ブ
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
や
既
存
ク
ラ

ブ
の
再
建
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
学
び
、
ク
ラ
ブ
の
円

滑
な
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
公

認
研
修
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
を
最
後
に
会
長
経
験
者
以
上
の

L
限
定
な
ど
、
受
講
資
格
の
ハ
ー
ド

ル
が
上
が
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ク
ラ
ブ
の
次
世
代
を
担

う
会
員
の
受
講
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

本
ガ
バ
ナ
ー
に
よ
る
332
─

Ｃ
地
区
に
つ
い
て
の
講
演

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
外
部
か

ら
の
講
師
を
お
招
き
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

業
界
ト
ッ
プ
の
社
長
と
あ
っ

て
、
講
演
は
と
て
も
素
晴

ら
し
く
、
た
い
へ
ん
満
足
度
の
高
い
ク

ラ
ブ
会
長
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
地
区
の
ク
ラ
ブ
会
長
は
じ
め
、
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
頂
き
、
ま
た
懇
親

会
で
も
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
、
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
大
盛
会
に

終
わ
り
ま
し
た
。

L.木口 順子
仙台東LC

L.橋本 誠一
仙台エコーLC

会則・指導力育成・クラブ向上委員会
委員長

次世代リーダー育成委員会
委員長

L.武者 眞博
仙台青雲LC
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会
員
維
持
増
強
・
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
委
員
会
の
委
員
長
と
言
う

立
場
に
な
り
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
12
月
末
の
時
点
で
、
純
増
21
名

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
り
、
ガ

バ
ナ
ー
の
今
期
目
標
の
300
名
の
純

増
に
は
7
%
の
達
成
率
で
、
委
員
長
と
し
て
責

任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
10
月
の
会
長
交
流
会
で
は
、
会
員
増
強
に
つ
い

　

12
月
9
日
に
第
3
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、以
下
の

内
容
を
協
議
し
ま
し
た
。

①
第
2
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問

書
の
中
で
、再
度
各
ク
ラ
ブ

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
担
当
者
を
専
任

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、

お
お
よ
そ
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

②
同
じ
諮
問
書
で
Ｉ
Ｔ・Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
し
て
お

手
伝
い
の
要
請
が
あ
っ
た
か
、未
回
答
の
ク
ラ

ブ
へ
連
絡
を
し
、応
援
の
具
体
的
な
内
容
を
伺

て
の
講
習
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
各

ク
ラ
ブ
会
長
に
、
会
員
増
強
の
必
要
性

な
ど
周
知
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
会
員
が
増
え
る
と
は

思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
1
日
の
第
3
回
G
M
T
・

F
W
T
合
同
委
員
会
で
は
、
各
ク
ラ
ブ

の
例
会
に
訪
問
し
、「
会
員
皆
様
に
直

接
働
き
か
け
る
」こ
と
が
、決
定
し
ま
し
た
。
ゾ
ー

ン
ご
と
に
担
当
を
決
め
て
、ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
と
一
緒
に
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
に
も
積
極
的

に
出
席
し
、
ク
ラ
ブ
三
役
に
働
き
掛
け
て
お
り
ま

す
。

　
1
月
中
に
例
会
訪
問
を
終
わ
ら
せ
る
予
定
で
お

り
ま
す
。1
月
23
日
の
委
員
会
で
各
自
の
報
告
を

聞
き
、次
の
一
手
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

→
メ
ー
ル
や
電
話
で
連
絡

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ

で
も
無
回
答
の
ク
ラ
ブ
が

多
い
よ
う
で
す
。

③
332
─
Ｃ
地
区
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
立
ち

上
げ
て
お
り
ま
す
。（
下
記
）

　
こ
の
活
用
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、地
区

の
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
を
利
用
し
て
、記
事・写

真
を
送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、委
員
会
担
当

者
が
地
区
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん

に
は
、早
速
活
用
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

④
ク
ラ
ブ
単
位
で
の「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
コ

ン
テ
ス
ト
」を
企
画
し
て
い
ま
す
。1
月
の
会

長
交
流
会
に
お
い
て
概
要
を
Ｐ
Ｒ
し
、6
月

の
次
期
三
役
ス
ク
ー
ル
で
表
彰
と
い
う
工
程

を
考
え
て
い
ま
す
。各
ク
ラ
ブ
と
も
に
早
期

に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
き
、地
区
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
と「
友
達
」と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

り
、参
加
資
格
を
得
て
い
た
だ
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑤
他
の
準
地
区
か
ら「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ナ
ビ

を
使
っ
て
み
た
い
」と
い
う
依
頼
が
あ
り

ま
す
。　

●
ラ
イ
オ
ン
ズ
ナ
ビ
を「
商
標
登
録
」し
て
、

332
─
Ｃ
地
区
の
財
産
と
し
て
領
布
す
る
と

し
た
ら
、ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か

●
一
元
的
に
運
用
す
る
と
し
た
ら
、サ
ー

バ
ー
管
理・セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
を
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か

等
々
の
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、今
後

も
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
次
回
は
1
月
26
日
に
第
4
回
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
L
─
1
グ
ラ
ン
プ
リ
Ⅱ
に
参

加
し
お
し
る
こ
の
提
供
を
致
し

ま
し
た
。1
2
0
0
食
の
お
し

る
こ
作
り
は
圧
巻
で
し
た
。3

位
ま
で
の
入
賞
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、4
位
と
い
う
結
果

を
伺
い
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
だ
感

じ
が
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
昨

年
度
、会
員
の
皆
様
か
ら
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま

し
た
、不
使
用
の
ネ
ク
タ
イ
に
よ
る
ポ
シ
ェ
ッ
ト

作
り
は
F
W
T
委
員
会
の
他
、地
元
の
ラ
イ
オ

ン
ま
た
支
部
の
皆
様
の
お
力
も
い
た
だ
き
、石
巻

の
仮
設
の
集
会
所
で
地
元
の
方
た
ち
に
教
え
て

頂
な
が
ら
、地
区
年
次
大
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て

お
る
と
こ
ろ
で
す
。年
次
大
会
に
は
皆
様
ど
う

ぞ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
さ
て
、2
月
18
日
㈯
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
を
会

場
と
し
て
F
W
T
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
味
噌
作
り
が
好
評
で
是
非
も
う
一
度
、と

の
言
葉
を
大
勢
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
も
村
田
L
C
の
桜
中
L
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
開
催
す
る
予
定
で
す
。女
性
の
会
員
の

方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、男
性
も
そ
し
て
お
友

達
も
お
誘
い
頂
き
、楽
し
い
交
流
会
に
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。お
声
掛
け
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
会
員
維
持
増
強
委
員
会
と
各
ゾ
ー
ン・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
皆
様
と
共
に
各
ク
ラ
ブ
を

回
り
会
員
の
増
強
も
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
に
近
づ
け
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
く
所
存
で
す
。本
年
も
F
W
T
委
員
会
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

L.笠原 公平
大和エコーLCL.庄子 清一

仙台杜LC

L.髙橋 恵美子
白石益岡LC

会員維持増強・エクステンション委員会
委員長

IT・マーケティング・コミュニケーション
委員会 委員長

ライオンズクエスト委員会顧問

　
F
W
T
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

F
W
T
委
員
会
委
員
長
の
L
高
橋
恵
美
子

で
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
早
い
も
の
で
今
年
度
も
半
期
が
経

過
致
し
ま
し
た
。11
月
の
第
2
回
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
後
の
委
員
会
か
ら
の
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。11
月
26
日
に
は

仙
台
市
民
広
場
に
於
い
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
祭

FWT委員会
委員長

ブ
か
ら
若
干
名
参
加
し
て
い
た

だ
く
。
レ
オ
ク
ラ
ブ
も
海
外
派

遣
生
対
象
と
す
る
。
来
日
派
遣

生
を
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
ゾ
ー
ン

で
よ
り
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
来
日
派
遣
生
に
ポ
ー
タ
ブ

ル
w
i
─
f
i
を
レ
ン
タ
ル
付

与
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
意

見
を
今
後
実
現
し
て
い
く
上
で
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
組
織
の
設
立
を
す
る
。

　
ま
だ
ま
だ
素
案
段
階
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
の
Y
C
E
活
動
を
進
め
る
上
で
、

非
常
に
有
意
義
な
ご
意
見
を
、
ご
参
加
の

方
々
か
ら
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
お

力
添
え
、
ご
協
力
の
下
、
具
体
的
な
形
に

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

L.澤田 裕一
仙台高砂LC

　
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
、

海
外
か
ら
の
派
遣
生
の
受
け
入

れ
、
お
よ
び
海
外
派
遣
生
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
の
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
2
回
Y
C
E
委
員
会
が
昨
年
12
月
に
開
催

さ
れ
、
今
後
の
派
遣
生
受
入
れ
、
お
よ
び
海
外
派

遣
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
負

担
を
軽
減
す
る
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
レ
オ
ク
ラ

国際関係・YCE委員会
委員長

https://www.facebook.com/groups/233165903743930
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ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
も
1
月
号
を
発
刊

し
て
8
回
め
の
2
月
号
の
記
事
を
集
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
第
3
回
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
事
実
上
の
岩
本
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
最
後
と
な
る
と
思
う
。
7

月
号
よ
り
会
員
増
強
を
呼
び
か
け
て
き

た
が
一
向
に
増
え
な
い
現
実
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
332
─
Ｃ
地
区
の
一
つ
の

LCIF・合同アクティビティ基金献金
状況（〜12／15現在）

①ＬＣＩＦ
11,627,380円

（目標130,000ドル）89.2%達成率
②合同アクティビティ基金 

3,184,202円
（目標6,000,000円）53%達成率

2
お
知
ら
せ

332
─
Ｃ
地
区
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金

獲
得
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
ご
案
内
で
す
。

①
日
時　
２
０
１
７
年
５
月
11
日
㈭　

　
　
　
　
7
：
30
〜

②
場
所　
松
島
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
松
島
・
仙
台
コ
ー
ス
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、ご
案
内
し
ま
す
が
、

1
ご
報
告

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
つ
い
て
は
拝

啓
・
目
的
を
皆
様
に
は
ご
理
解

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
合
同
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
に
つ
い
て

は
設
立
の
経
緯
を
お
伝
え
す
る

場
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
以
降
、月

1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
百

周
年
記
念
委
員
会
で
は
、岩
本
ガ
バ
ナ
ー

の
提
唱
す
る
目
標
の
一
つ
で
あ
る「
百
周

年
記
念
奉
仕
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
参
加
推
進

を
主
た
る
目
的
に
据
え
て
活
動
を
し
て

参
り
ま
し
た
。ま
ず
、第
1
回
ガ
バ
ナ
ー

諮
問
書
か
ら
百
周
年
記
念
奉
仕
チ
ャ
レ

ン
ジ
状
況
詳
細
表
を
作
成
し
、各
ク
ラ
ブ

停
滞
減
は
会
員
増
強
の
不
振
に
よ
っ
て

梗
塞
減
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
あ
の
東
日

本
大
震
災
の
時
に
田
畑
英
伍
元
ガ
バ

ナ
ー
の
時
は
全
35
地
区
で
純
増
が
ト
ッ

プ
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
た
し

か
あ
の
時
は
１
，４
０
０
名
を
切
る
の
で

は
と
い
う
こ
と
で
Ｌ
２
０
０
０
を
掲
げ

て
地
区
の
３
役
を
訪
問
し
て
な
ん
と
か

１
，６
０
０
名
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
５
年
で
現
在
１
，９
１
０
名
と

は
本
当
に
達
成
感
が
な
い
。
な
ん
と
か

岩
本
ガ
バ
ナ
ー
が
２
，０
０
０
名
を
達
成

し
て
次
期
に
繋
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
13
万
ド
ル
は
も
う
少
し
で

達
成
で
き
る
と
思
う
。
300
名
の
新
規
会

員
は
至
難
な
こ
と
で
あ
る
が
、
せ
め
て

皆
様
が
楽
し
ん
で
頂
け
る
様
準

備
し
ま
す
の
で
各
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

3
お
願
い

①
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
つ
い
て
は
20
＄
、

50
＄
、
100
＄
、
１
０
０
０
＄
と
様
々
な
献

金
方
法
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
献
金
状
況

確
認
で
は
、
23
ク
ラ
ブ
の
報
告
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ク
ラ
ブ
の
仲
間
全
員
が
献
金
出
来

る
方
法
で
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

②
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
に
つ
い
て

は
、
第
29
回
地
区
年
次
大
会
（
１
９
８
２

〜
１
９
８
３
）
で
「
ひ
か
り
の
箱
基

金
」
が
提
唱
さ
れ
、（
１
９
９
４
〜

１
９
９
５
）
年
度
、「
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
基
金
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
運

用
規
定
に
つ
い
て
は
各
年
度
で
検
討
さ

れ
、
第
57
回
地
区
年
次
大
会
（
２
０
１
０

〜
２
０
１
１
）
に
於
い
て
、
規
定
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
も
あ
り
、

基
金
解
除
の
意
識
決
定
が
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
会
議
に
お
い
て
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
は
被
災
ク
ラ
ブ
・
ク
ラ
ブ

会
員
へ
の
援
助
金
と
し
て
、
合
同
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
想
定
さ
れ
う
る
事
象
に
つ
い
て

対
応
出
来
る
様
、
当
事
者
意
識
と
説
明

責
任
を
も
っ
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
理
念
の
一

つ
で
あ
る
「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄

与
す
る
」
為
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
取
り
組
み
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
諮
問
書
の
記
入
時
期
と
、半
年
を
経
過

し
た
時
点
で
の
実
態
調
査
を
行
う
事
に

よ
り
、改
め
て
各
ク
ラ
ブ
の「
100
周
年
記

念
奉
仕
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
実
践
状
況
を
把

握
し
、更
な
る
参
加
を
促
す
べ
く
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。結
果
は
ま
だ
出
ま
せ

ん
が
、確
か
な
進
展
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　
ま
た
、昨
年
の
11
月
26
日
㈯
に「
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
100
周
年〈
L
─
1
グ

ラ
ン
プ
リ
Ⅱ
〉災
害
時
炊
き
出
し
訓
練
&

試
食
会
」が
勾
当
台
公
園
市
民
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。県
内
20
ク
ラ
ブ
の
参
加

を
得
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
も
ら
い
大
盛
況
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。我
々
100
周
年
記
念
委

２
，０
０
０
名
の
地
区
会
員
だ
け
は
確
保

し
た
い
と
思
う
の
が
岩
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
本
音
で
あ
ろ
う
。
あ
と
５
ヶ
月
で

こ
の
２
，０
０
０
名
達
成
の
悲
願
を
叶
え

て
欲
し
い
と
思
う
。
ク
ラ
ブ
３
役
一
丸

と
な
っ
て
達
成
へ
の
活
動
を
開
始
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　
今
年
度
の
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
は
会
員

増
強
の
記
事
が
多
く
書
か
れ
た
が
332
─

Ｃ
地
区
の
最
大
の
目
標
は
会
員
数
で
1

日
も
早
く
２
，０
０
０
名
達
成
で
あ
る
と

思
う
。
諦
め
て
は
な
ら
な
い
、
必
ず
や

り
遂
げ
る
の
だ
と
い
う
信
念
が
あ
れ
ば

悲
願
は
成
就
す
る
と
思
う
。

　
地
区
の
各
ラ
イ
オ
ン
の
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
し
ま
す
。

員
会
も「
食
料
支
援
」と
い
う
観
点
か
ら

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
仕
立
て
上
げ

て
く
れ
た
、岩
本
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
関
係

者
に
感
謝
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
残
り
実
質
5
カ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、

100
周
年
記
念
会
員
増
強
が
非
常
に
苦
戦

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、

一
人
で
も
二
人
で
も
、会
員
増
強
に
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
。新
し
い
会
員
の
増
強

と
共
に
、退
会
す
る
会
員
を
押
し
と
ど
め

る
こ
と
も
会
員
増
強
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
は
じ
め
、

関
係
各
ラ
イ
オ
ン
の
更
な
る
御
協
力
を

得
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

L.本間 次夫
仙台五城LC

L.永冨 淳次
名取LC

L.渡邊 俊弥
仙台五城LC

ライオンみやぎ委員会　委員長

LCIF・合同アクティビティ基金
管理委員会　委員長

100周年記念委員会　委員長
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第
1
回
委
員
会
で
決
定
し
、そ

の
後
実
行
し
た
活
動
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

1
東
北
福
祉
大
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
献

血
協
力（
表
１
参
照
）

①
２
０
１
６
年
11
月
15
日
㈫
、16

日
㈬
の
両
日
、東
北
福
祉
大
学
記

念
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
オ
ー
プ
ン

献
血（
採
血
ベ
ッ
ド
6
台
）を
実
施
し
た
。15

日
の
受
付
人
数
は
116
名
で
２
０
０
㎖・27
名
、

４
０
０
㎖・37
名
、合
計
64
名
が
献
血
さ
れ
た
。

16
日
の
受
付
人
数
は
151
名
で
２
０
０
㎖・20

名
、４
０
０
㎖・59
名
、合
計
79
名
が

献
血
さ
れ
た
。2
日
間
で
144
名
の
献

血
が
行
わ
れ
た
。

②
２
０
１
７
年
１
月
11
日
㈬
は
、東

北
福
祉
大
学
野
球
部
の
協
力
を
得
て

献
血
が
行
わ
れ
、受
付
人
数
は
61
名
で
、

２
０
０
㎖
の
献
血
は
な
く
、４
０
０
㎖・

50
名
の
献
血
協
力
が
得
ら
れ
た
。

2
２
０
１
６
年
11
月
26
日
㈯
仙
台
市
勾
当
台
公

園
に
お
い
て
L
─
１
グ
ラ
ン
プ
リ
Ⅱ（
炊
き
出

し
訓
練
）の
行
わ
れ
た
会
場
で
の
献
血
は
、献
血

増
強
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
他
、東
北
福
祉
大

レ
オ
ク
ラ
ブ
の
会
長
1
名
と
各
ク
ラ
ブ
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
。受
付
人
数
は
50
名
で
、献

血
人
数
は
、２
０
０
㎖・３
名
、４
０
０
㎖・32
名
、

合
計
35
名
の
献
血
協
力
が
得
ら
れ
た
。

（
表
１
参
照
）

3
東
北
福
祉
大
と
勾
当
台
公
園
に
お
け
る
献
血

不
適
格
に
つ
い
て
、理
由
に
つ
い
て
分
析
す
る

と（
表
2
参
照
）

①
福
祉
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
学
生
の

献
血
は
、受
付
人
数
は
多
い
も
の
の
、採
血

ベ
ッ
ド
数
6
台
に
対
し
、大
勢
の
学
生
が
一

度
に
来
た
た
め
、献
血
終
了
ま
で
待
ち
時
間

を
含
め
時
間
が
か
か
り
、受
付
を
し
た
も
の

の
授
業
に
出
る
た
め
時
間
が
な
く
献
血
で
き

な
か
っ
た
、そ
の
他
が
最
も
多
か
っ
た
。

②
血
液
比
重
不
足
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
傾
向

で
、女
子
学
生
に
多
く
不
適
者
数
の
約
三
分

の
一
を
占
め
た
。

③
服
薬
は
ほ
と
ん
ど
が
風
邪
薬
が
多
く
、問
診

該
当
に
相
当
す
る
例
は
、体
重
不
足
、睡
眠

不
足
、朝
食
抜
き
な
ど
あ
っ
た
。（

表
２
参
照
）

④
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
る
献
血
活
動
の
今

後
の
課
題

１
．献
血
環
境
の
整
備（
献
血
者
数
に
対
す
る
採

血
ベ
ッ
ド
数
、献
血
日
程
の
調
整
な
ど
）

2
．大
学
生
に
特
徴
的
な
事
項
が
数
多
く
み
ら

れ
、学
生
の
食
育
に
関
す
る
教
育
や
生
活
指

導
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

4
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
100
周
年
記
記

念　
眼
鏡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画

は
現
在
申
請
中
で
あ
る
が
、障
碍
者
就
労
支
援

施
設
の
応
募
が
一
件
あ
っ
た
。

①
応
募
事
業
所
は
、社
会
福
祉
法
人　
共
生
福

祉
会
で
あ
る
。

　
平
成
28
年
12
月
19
日
、仙
台
市
太
白
区
袋
原

に
あ
る
、法
人
本
部
事
務
局
と
仙
台
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
を
仙
台
エ
コ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

錦
戸
ラ
イ
オ
ン
の
案
内
で
委
員
長
伊
藤
L
が
訪

れ
、事
務
局
長
と
園
長
か
ら
事
業
所
の
内
容
や

施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

L.伊藤　孝
仙台エコーLC

４（アイ・腎・骨髄・さい帯血）バンク・
献血増強委員会　委員長

表1

献血日 曜日 場所 受付
人数

献血
人数

200
ml

400
ml

2016/11/15 火 東北福祉大 116 64 27 37
2016/11/16 水 東北福祉大 151 79 20 59
2017/  1/11 水 福祉大野球部 61 50 0 50

合計 328 193 47 146
2016/11/26 土 勾当台公園 50 35 3 32

表2
受付
人数

不適
人数

比重
不足 服薬 問診

該当
その
他

東北福祉大
キャンパス 328 135 48 ７ 17 60

勾当台公園 50 15 6 2 1 6

　
新
年
、
近
く
の
古
川
神
社

に
参
詣
、
お
み
く
じ
は
久
々

に
大
吉
を
引
き
、
今
年
は
酉

年
良
い
こ
と
が
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ブ
の
事
で
し
た
が
、
古
川
駅
前
ふ
る
さ

と
プ
ラ
ザ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
W
S
並
び
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
実
地
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
N
P
O
シ
ナ
プ
ス

40
千
葉
繁
美
先
生
主
催
の
中
で
、
古
川

L
C
豊
島
会
長
、
前
会
長
三
浦
L
、
石

巻
め
ぐ
み
野
L
C
新
木
L
、
加
美
L
C

鶴
谷
L
参
加
、
再
度
L
Q
を
学
ぶ
先
生

方
十
数
名
を
お
迎
え
し
て
、
午
前
9
：
30

〜
午
後
3
：
30
、
課
題
を
見
つ
け
な
が

ら
有
意
義
な
1
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
J
Y
I
D
柴
咲
子

先
生
を
講
師
に
事
務
局
長
馬
渕
氏
も
出
席
、

格
調
高
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
今
後
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
に
良
い
展
開
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
又
、
1
日
16
日
J
A
L 

C
I
T
Y
仙

台
に
て
、
午
後
1
：
00
〜
3
：
15
ま
で

３
３
２
Ｍ
Ｄ
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の

勉
強
会
が
小
池
總
明
３
３
２

Ｍ
Ｄ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

委
員
長
主
催
の
下
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
が
司
会
進

行
、
顧
問
工
藤
治
夫
L
、
菅

原
清
一
L
、
千
葉
繁
美
氏
が

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
取
り
組

み
、
有
効
な
手
法
に
つ
い
て

講
師
の
立
場
で
各
々
に
講
話
が
有
り
、
そ

の
後
意
見
交
換
を
行
い
、
大
変
高
度
な
教

育
的
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
会
議
で
し
た
。
今

後
の
３
３
２
Ｍ
Ｄ
の
L
Q
に
関
す
る
交
流

が
深
ま
り
、
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
現

在
は
全
国
的
に
日
々
の
学
習
に
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
教
育
を
導
入
す
る
学
校
が
増
え
て
い

ま
す
。
今
が
絶
好
の
拡
大
、
浸
透
の
時
で
す
。

新
年
も
引
き
続
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
3
月
6
日
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定

講
師
養
成
の
講
座
が
、
仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
新

型
麻
薬
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
で
多
く
の
使
用
者

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
来
の
100
倍
の

強
力
な
効
力
を
持
ち
、
し
か
も
製
造
が
容

易
で
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
状
態
の
様
で
す
。

　
年
々
深
刻
な
薬
物
の
状
況
、
大
仙
台
を

か
か
え
る
332
─
C
は
何
と
か
未
然
に
防
ぐ
為
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
は
叫
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

是
非
、
定
期
的
に
学
ん
で
こ
の
立
場
で
随

時
ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
次
年
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
県
内
2
ヶ
所
（
富
谷
市
と
石

巻
市
）
で
内
定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は

次
回
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

L.細川 順市
古川LC

ライオンズクエスト委員会
委員長
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2017.2

【
大
会
参
加
委
員
会
】

▼
開
催
日　
平
成
28
年
11
月
25
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
〜
18
時

▼
参
加
者

　
齋
藤　
元　
委
員
長

　
佐
々
木
金
治
副
委
員
長

　
大
久
晃
功
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
会
計

●
第
55
回
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

　（
香
港
）
の
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
へ
の

　
掲
載
の
報
告

▼
第
55
回
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

　（
香
港
）
報
告

　
11
月
10
日
㈭
〜
13
日
㈰
香
港
で
オ
セ

ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
332

─
C
地
区
よ
り
各
ラ
イ
オ
ン
お
お
よ

そ
40
名
程
参
加
し
ま
し
た
。
天
候
は
雨

な
ど
に
見
舞
わ
れ
ず
少
し
寒
か
っ
た
で

す
が
行
事
に
は
差
し
障
り
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
11
日
の
現
地
時
間
14
時
よ
り
開
会

式
が
始
ま
り
会
場
全
体
が
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
参
加
ラ
イ
オ
ン
は
約

８
，０
０
０
名
の
登
録
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
の

登
場
で
す
332
―
C
地
区
ラ
イ
オ
ン
は

盛
大
に
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
を
大
き
な
拍
手

で
迎
え
ガ
バ
ナ
ー
も
大
き
く
手
を
広
げ

参
加
者
皆
さ
ん
に
笑
顔

で
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
感
動
の
渦
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
感
想
で
す

が
中
国
・
韓
国
の
ラ
イ

オ
ン
は
特
に
元
気
が
良

く
体
全
体
で
楽
し
ん
で

い
た
印
象
が
強
か
っ
た
で
す
。
ま
た
香

港
の
車
内
や
建
物
の
中
は
冷
房
が
き
つ

く
と
て
も
寒
く
大
変
で
し
た
。
翌
日
は

各
ラ
イ
オ
ン
観
光
に
出
か
け
私
た
ち
は

マ
カ
オ
に
わ
た
り
400
年
前
の
大
聖
堂

（
世
界
遺
産
）
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

お
陰
様
で
各
ラ
イ
オ
ン
元
気
に
帰
国
し

ま
し
た
。

●
332
―
C
地
区
年
次
大
会

　（
2
0
1
7
年
4
月
23
日
）

　
各
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
要
請
を
今
後
手

分
け
し
て
実
行
す
る

※
12
月
1
日
現
在
責
任
担
当
委
員
会

会
議
に
積
極
的
に
参
加
し
情
報
を
集
め

る　●
第
100
回
国
際
大
会
（
シ
カ
ゴ
）

　
6
泊
8
日

　（
2
0
1
7
年
6
月
30
日
〜
7
月
7
日
）

　
例
年
の
参
加
者
の
把
握
と
100
回
記
念

な
の
で
で
き
る
限
り
大
勢
で
参
加
す
る

よ
う
各
機
会
を
と
ら
え
て
参
加
要
請
す

る
。

※
12
月
1
日
現
在
募
集
を
開
始
し
た

L.齋藤　元
仙台五城LC

大会参加委員会
委員長

　
宮
城
県
民
、
仙
台
市
民

に
向
け
て
、
今
年
100
周
年

を
迎
え
ま
し
た　
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
の
広
報

と
、
私
た
ち
会
員
の
災
害

時
の
支
援
訓
練
の
ふ
た
つ

の
目
的
を
も
っ
て
、
11
月

26
日
に
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
100
周
年
」

「
L
─
1
グ
ラ
ン
プ
リ
Ⅱ　
炊
き
出
し
訓
練
&

試
食
会
」
を
仙
台
市
役
所
南
側
の
仙
台
市
民
広

　
昨
年
、
私
が
レ
オ
委
員
長
を
拝
命
し
て
約
半

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
沢

山
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
こ
こ
ま

で
こ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、

現
状
の
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
昨
年
、
設
立
し
た
東
北
福
祉
大
レ
オ
ク
ラ
ブ

で
す
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
代
表
で
仙
台
広

瀬
L
C
の
山
口
L
、
東
北
福
祉
大
学
の
大
竹
副

学
長
は
じ
め
職
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
も

場
で
、
19
ク
ラ
ブ
1
支
部
1
委

員
会
の
参
加
を
い
た
だ
き　
20

の
ブ
ー
ス
で
試
食
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
市
民
の

方
々
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
発

表
の
場
を
設
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、

出
演
者
280
余
名
で
、
20
の
ス

テ
ー
ジ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仙
台
市
長
奥
山
恵
美
子
様
が
お
見
え
に

な
ら
れ　
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
約
７
，５
０
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き　
約
１
８
，０
０
０
食
の
炊
き
出
し
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
当
日
お
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と

に
加
え
ま
し
て
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
と
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
11
月
12
日
、
13
日
に
は
、
石
巻
め
ぐ
み
野
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
給
食
提
供
の
支
援
い
た
だ
き
、

レ
オ
ク
ラ
ブ
の
「
泥
だ
し
」
支
援
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　
レ
オ
ク
ラ
ブ
で
は
、
も
う
1
回
程
度
の
支
援
を

計
画
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
時
に
は
再
度
の
協
力
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
ま
し
て
被
災
地
支
援
の

街
頭
募
金
を
実
施
し
、
皆
様
の
善
意
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
善
意
の
一
部
を
12
月
27
日
に
岩

泉
町
へ
お
届
け
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
委
員
会
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

熊
本
地
震
で
活
用
し
た
ア
ラ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
補

充
方
法
と
、
災
害
支
援
活
動
資
金
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
有
効
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
と
提
案

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
り
毎
週
の
例
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
レ
オ
ク
ラ
ブ
内
の
委
員
会
活
動
も

充
実
し
、
初
め
て
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
し
て
学
内
に
て
献
血
活
動
を
2
日
間

に
渡
り
実
施
し
143
名
の
採
血
を
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
。
次
に
、
み
な
さ
ま
か
ら

の
ご
了
解
を
頂
い
た
、
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
予
算
を
使
い
、
昨
年
8
月
の

台
風
10
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
岩
手
県

岩
泉
町
へ
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
23
名
と
有
志

の
ラ
イ
オ
ン
11
名
と
昨
年
11
月
、
2
日
間
に
渡
っ

て
被
災
家
屋
の
泥
か
き
支
援
活
動
を
実
施
し
、
地

元
の
岩
泉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
も
来
て

い
た
だ
き
、
昼
に
は
2
R
の
L
C
の
方
々
に
よ
る

炊
き
出
し
で
昼
食
を
頂
き
、
被
災
地
域
の
皆
様
に

喜
ん
で
頂
き
、
我
々
自
身
と
し
て
も
良
き
経
験
が

出
来
ま
し
た
。
今
年
度
内
に
も
う
一
度
地
域
支
援

活
動
を
実
施
す
る
べ
く
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
12
月
に
は
社
会
福
祉
法
人
東
北
福
祉
会
「
せ

ん
だ
ん
の
里
」
地
域
支
援
課
の
管
間
雅
子
課
長
を

講
師
に
招
き　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
41
名
の
参
加
者
と
と
も
に
研
修
を
致
し
ま

し
た
。
次
に
、
今
年
の
2
月
4
日
に
は
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
兼
ね
た
移
動
例
会
な
ど

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
レ
オ
委
員
会
と
し

て
は
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
し
福
祉
大
レ
オ
ク

ラ
ブ
を
支
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
仙
台
の
某
大
学
と
の
レ
オ
ク

ラ
ブ
発
足
に
向
け
た
交
渉
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

近
々
我
が
332
─
C
地
区
に
2
つ
目
の
レ
オ
ク
ラ
ブ

の
誕
生
を
ご
報
告
で
き
る
よ
う
勤
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

L.江馬 康雄
仙台エコーLC

ALERT・災害・地域復興支援対策委員会  委員長
キャビネット副幹事

第三事業委員長

レオ委員会
委員長

L.岩渕 正知
仙台青葉LC
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１
月
20
日
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

に
お
い
て
、第
５
回
100
周
年
記
念
事
業

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
副
幹
事
の
須
賀
秀
勝
Ｌ
の
司

会
進
行
で
開
会
宣
言
が
あ
り
、名
誉

顧
問
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
執
行
部
、各
役

員
な
ど
出
席
者
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
、100
周
年
記

念
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
石
川
達
雄

Ｌ
、第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
竹
下

直
義
Ｌ
、委
員
長
の
渡
邊
俊
弥
Ｌ
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
協
議
進
行
は
委
員
長
の
渡
邊
Ｌ
に

代
わ
り
、右
記
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、協
議
事
項
要
約
確
認
と

次
回
開
催
の
連
絡
が
あ
り
閉
会
し
ま

し
た
。

　
１
月
20
日
、
仙
台
中
央
ビ
ル
の
会

議
室
に
お
い
て
、
第
63
回
地
区
年
次

大
会
実
行
委
員
会
（
第
２
回
会
議
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
副
幹
事
の
佐
藤
靖
海
記
Ｌ
の
司
会

進
行
で
開
会
宣
言
が
あ
り
、
名
誉
顧

問
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
執
行
部
、
各
役

員
な
ど
出
席
者
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
本
政
郁
ガ
バ
ナ
ー
、
元
国
際
理

事
・
名
誉
委
員
長
の
菊
地
伸
治
L
、

第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
竹
下
直
義

Ｌ
、
委
員
長
の
小
池
聰
明
Ｌ
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
協
議
進
行
は
事
務
局
長
の
武
者
眞

博
Ｌ
に
代
わ
り
、
下
記
の
事
項
に
つ

い
て
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
会
計

の
大
久
晃
功
L
が
協
議
事
項
要
約

の
確
認
を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

①大会組織表について
②予算案について
③会場運営及び
　タイムスケジュールについて
④大会誌掲載広告募集について
⑤新聞広告について

⑥実行委員会スケジュール
　について
■質疑応答のあと、各部会別に
下記の事項について協議

①検討項目の洗い出し
②今後のスケジュールの確認

①100周年記念奉仕チャレン
ジ状況（2016年12月末）

②100周年記念会員増強賞受賞者
（2016年11・12月受領分）について

③100周年記念コイン販売に
ついて

④諮問書からの全クラブ活動
報告に対する実施状況調査
回答一覧について

⑤上記内容を踏まえての今後
の活動方針の協議

⑥その他

議題議題
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ＬＣＩＦ献金 12月献金者（ＭＪＦ）

L.岩本 政郁
仙台青葉LC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

12 5

L.千葉 豊記
石巻桃生LC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

3 1

L.木村 清重
仙台シティLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

28 1

L.佐藤 悟
気仙沼LC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

0 1

L.阿部 善信
仙台エコーLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

4 2

L.鴫原 信行
仙台エコーLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

6 1

L.安道 光二
仙台エコーLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

10 2

L.菅原 博
仙台エコーLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

7 2

L.菊地 三郎
仙台エコーLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

13 1

L.錦戸 光一郎
仙台エコーLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

23 2

L.佐々木 貞夫
仙台エコーLC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

11 1

L.石川 光次郎
仙台高砂LC

前期累計 (回数) 今期累計 (回数)

0 1

L.菅原 博
仙台エコーLC

金　額

100,000

L.阿部 善信
仙台エコーLC

金　額

50,000

L.錦戸 光一郎
仙台エコーLC

金　額

100,000

L.伊藤 長作
仙台エコーLC

金　額

50,000

L.林 昭兵
仙台エコーLC

金　額

100,000

L.工藤 治夫
仙台エコーLC

金　額

30,000

合同アクティビティ基金献金 12月献金者

2017.2
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い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
誕
生
日
」
は
忘

れ
ら
れ
な
い
大
事
で
、
大
切
な
月
日
で
す
。

身
内
は
勿
論
、
仲
間
に
祝
っ
て
い
た
だ
く
、

う
れ
し
い
月
日
で
す
。

　
月
例
会
で
も
「
誕
生
日
」
を
大
切
に
些

少
な
が
ら
も
、
ク
ラ
ブ
か
ら
誕
生
祝
い
が

あ
り
ま
す
。
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
祝

い
、
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
み
ん
な

で
合
唱
し
祝
福
し
合
い
ま
す
。

　
1
9
3
2
年
３
月
12
日
生
ま
れ
。
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
出
し
ま
す
。
貴
重
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
資
金
源
と
な
り
ま
す
。

　
恒
例
な
の
で
、
事
務
的
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

心
が
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
心
の
通
い
合

う
機
会
の
祝
日
で
す
。

　
私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、
看
病
中
の
思

え
ば
2
0
1
3
年
８
月
２
日
、
妻
の
誕
生

日
、
美よ

し
子こ

・
満
80
歳
、
傘
寿
で
す
。
佐

藤
病
院
322
号
室
で
迎
え
ま
し
た
。
亡
く
な

る
２
ヶ
月
前
の
日
に
な
り
ま
す
。

　
忙
し
か
っ
た
の
で
、
夕
暮
れ
に
急
い
で

病
室
に
入
り
ま
し
た
。「
ア
ン
リ
・
シ
ャ

ル
パ
ン
テ
ィ
エ
」
の
ケ
ー
キ
を
持
参
し
た

も
の
の
、
本
人
は
あ
ま
り
喜
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
、
独
り
言
で

す
。

　
「
今
日
は
今
ま
で
待
っ
た
が
、
誰
も
来

て
く
れ
な
い
」
待
ち
遠
し
か
っ
た
、
淋
し

か
っ
た
、
諦
め
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
可
哀
想
だ
っ
た
。

　
「
ご
め
ん
、
す
ま
な
か
っ
た
。
待
っ
た

で
し
ょ
、
ご
め
ん
ね
」
と
、
私
な
り
に
機

嫌
を
と
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　
誰
も
祝
っ
て
く
れ
な
い
と
悲
し
む
様
子
、

見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
気
を
取
り
直

し
、
ど
う
せ
、
間
も
な
く
退
院
で
き
る
の

だ
か
ら
、
退
院
し
た
ら
孫
た
ち
に
囲
ま
れ

な
が
ら
盛
大
に
お
祝
い
し
よ
う
ね
と
励
ま

し
た
の
で
す
。
本
人
は
黙
っ
て
目
を
閉
じ

た
ま
ま
、
静
か
に
頷
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
早
く
良
く
な
り
た
い
、
茶
室
の
畳
、
応

接
間
の
長
椅
子
、
懐
か
し
い
、
早
く
帰
り

た
い
…
独
り
言
で
し
た
。

　
カ
ー
テ
ン
を
少
し
開
く
夕
暮
れ
時
、
窓

を
開
く
と
雑
踏
の
音
、
薄
暗
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
こ
に
、
孫
の
伸
一
君
が
訪
ね
て
き
ま

し
た
。
か
わ
い
い
小
さ
な
箱
包
み
、
誕

生
祝
の
ケ
ー
キ
で
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
、

お
め
で
と
う
！
」
と
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

厚
子
マ
マ
の
気
遣
い
、
あ
り
が
た
か
っ
た

の
で
す
。
突
然
起
き
上
が
り
、
簡
易
テ
ー

ブ
ル
を
引
き
寄
せ
、
お
茶
や
飲
み
物
な
し

に
ケ
ー
キ
を
食
べ
出
し
た
の
で
す
。
目
に

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
喜
び
、「
あ
な
た
は

糖
尿
だ
か
ら
甘
い
ケ
ー
キ
は
ダ
メ
よ
」
と

言
い
、
全
部
お
い
し
そ
う
に
食
べ
ま
し
た
。

　
私
に
は
、「
暗
く
な
る
か
ら
も
う
帰
り

な
さ
い
」
と
促
し
、
壁
に
す
が
り
な
が
ら

ト
イ
レ
に
立
ち
ま
し
た
。

　
病
状
は
決
し
て
、
良
く
な
り
ま
せ
ん
。

病
人
ら
し
さ
が
意
地
ら
し
く
、
眼
に
焼
き

つ
い
て
お
り
ま
す
。
病
人
に
、
頑
張
れ
と

い
う
言
葉
は
禁
句
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

ん
と
言
葉
を
交
わ
し
た
ら
よ
い
の
か
迷
い

ま
す
。

　
「
ま
た
、
来
る
か
ら
帰
る
よ
」
と
席
を

離
れ
ま
し
た
。
出
口
の
ド
ア
を
過
ぎ
よ
う

と
し
た
時
、
本
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
あ
な
た
、
背
を
ち
ゃ
ん
と
伸
ば
し
て

…
」
で
し
た
。
私
の
前
で
は
、
い
つ
も
二

枚
目
で
い
て
よ
、
し
っ
か
り
し
て
！
と
、

逆
に
励
ま
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ベ
ッ
ド
よ
り
無
理
す
る
言
葉
と
笑
顔
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
品
が
良
く
、
美
し
く
、

綺
麗
だ
っ
た
妻
も
、
２
ヶ
月
後
の
10
月
17

日
、
帰
る
当
て
の
な
い
旅
に
出
か
け
て
終

い
ま
し
た
。

　
誕
生
日
だ
け
、
残
し
て
…
。

元国際理事
L菊地　伸治
（仙台青葉クラブ）

誕 生 日
元国際理事・名誉顧問菊地伸治Lは、今回初めて愛する奥様の生前の様子を公開さ
れた。それにしても、本当に惜しい人を失ったものである。美子夫人はゾーンチェ
アパーソンを経ているので、332-C地区の女性第一号のガバナーに最も相応しい
人材と思われた。いつも、どの国内外の大会にもお二人で参加されておられた。人
も羨む鴛

おしどり
鴦夫婦であった。最愛の妻を失っても、ライオンズの奉仕に一途である菊

地伸治Lには頭が下がる。	 ライオンみやぎ編集委員より

故温 知新第8回

16LION MIYAGI 2016-2017
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岩泉龍泉洞LCを通じての岩泉町へ泥搔きの労力アクティビティ
■日時／2016年9月11日・22日

気仙沼LC
第4Ｒ 第2Ｚ

名取市増田本町町内会へ、テント寄付
■日時／2016年9月11日㈰　■参加者／L4名

名取LC
第2Ｒ 第1Ｚ

17 LION MIYAGI 2016-2017

アクティビティレポート
ACTIVITY REPORT

　

気
仙
沼
L
C
で

は
8
月
末
に
東
北
地

方
を
襲
っ
た
台
風
10

号
に
よ
っ
て
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
岩
泉

町
に
岩
泉
龍
泉
洞

L
C
を
通
じ
て
、9

月
11
日
と
22
日
の
2

回
に
わ
た
っ
て
泥
搔

き
と
支
援
物
資
を
届

け
に
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

岩
泉
龍
泉
洞

L
C
の
澤
里
幹
事

と
被
災
さ
れ
た
方
々
の
避
難
所
で
も
あ
る

岩
泉
町
民
会
館
で
合
流
。支
援
物
資
を
届

け
ま
し
た
。そ
の
後
早
速
被
災
者
宅
を
訪

問
し
、佐
藤
会
長
を
先
頭
に
大
量
の
泥
と

格
闘
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
再
度
22
日
に
メ
ン
バ
ー
有
志
と

ラ
イ
オ
ン
レ
デ
ィ
も
参
加
し
て
の
泥
搔
き

と
洗
浄
を
岩
泉
町
で
行
い
ま
し
た

●
寄
贈
先

　
名
取
市
増
田
本
町
町
内
会

●
贈
呈
式
場
所

　
名
取
市
増
田
地
区
民
運
動
会
会
場

●
８
時
間
労
働
奉
仕
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アクティビティレポート
ACTIVITY REPORT

おながわ秋刀魚収穫祭2016（献血・眼科ビジョンバン・薬物乱用防止活動）

■日時／2016年9月25日　■参加者／L12名ほか51名
女川LC

第4Ｒ 第1Ｚ
　
2
0
1
6
年
９
月
25
日
㈰
、
女
川
町
で
開
催

さ
れ
た
「
お
な
が
わ
秋
刀
魚
収
穫
祭
2
0
1
6
」

に
お
い
て
、
女
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
恒
例

の
献
血
・
眼
科
ビ
ジ
ョ
ン
バ
ン
・
薬
物
乱
用
防

止
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
女
川
駅
前
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン

し
た
新
し
い
女
川
の
街
づ
く
り
を
象
徴
す
る
中

心
市
街
地
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
最
高
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
「
お
な
が
わ
秋
刀
魚
収
穫
祭
」
で
の
献
血
活
動

は
、
女
川
魚
市
場
共
同
組
合
、
秋
刀
魚
収
穫
祭

実
行
委
員
会
の
ご
協
力
に
よ
り
献
血
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
秋
刀
魚
１
箱
（
10
尾
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
お
り
、災
害
前
は
500
名
を
超
え
る
方
々

が
献
血
の
列
に
並
ば
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
12
名
の
ほ
か
、

石
巻
医
師
会
や
赤
十
字
の
医
師
や
看
護
師
を
は

じ
め
、ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
51
名（
赤
十
字
31
名
・

健
康
福
祉
課
長
他
４
名
・
眼
科
医
他
10
名
・
女

川
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
２
名
・
ラ
イ
オ
ン
レ
デ
ィ

４
名
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
ガ
バ
ナ
ー
石
川
達
雄
Ｌ
を
は
じ
め
、

Ｚ
Ｃ
木
村
信
和
Ｌ
、
松
田
弘
美
Ｌ
、
阿
部
浩
Ｌ

の
方
々
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
て
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼稚園児交通安全教室
■日時／2016年9月28日㈬ 午前10〜11時

古川LC
第5Ｒ 第1Ｚ

　
例
年
実
施
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。
今

年
は
大
崎
市
の
わ
か
ば
第
二
・
第
三
保
育
園

児
50
名
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

雨
天
の
予
報
の
為
、
屋
内
（
わ
か
ば
第
三
保

育
園
の
遊
戯
室
）
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
古
川
自
動
車
教
習
セ
ン
タ
ー
様
の
協
力
を

頂
き
、
バ
ス
の
乗
り
降
り
や
横
断
歩
道
の
渡

り
方
等
を
学
び
ま
し
た
。

（
古
川
L
C　
幹
事　
猪
股
昭
一
）

岩本ガバナーが
地元人気雑誌にて特集されました

　
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
が
地
元
の
人
気
雑
誌「
り
ら
く
」1
月
号
に
地
元
経
済
界

を
牽
引
す
る「
地
塩
会
」の
会
長
と
し
て
５
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
特
集
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
。「
地
塩
会
」と
は
経
営
者
で
構
成
さ
れ
た
東
北
学
院
の

同
窓
会
組
織
と
し
て
、地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー

に
は
ラ
イ
オ
ン
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
記
事
の
中
で
岩
本
ガ
バ
ナ
ー
は
、会
長

と
し
て
地
域
に
対
す
る
想
い
を
語
ら
れ
ま

し
た
。「
経
営
者
と
し
て
会
社
や
地
域
経

済
を
支
え
る
責
任
感
」を
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。岩
本

ガ
バ
ナ
ー
の
紹
介
で
は
、ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
332
─

C
地
区
の
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。素
晴

ら
し
い
で
す
。
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2017年 1月度 会員数 1,927 名マンスリー集計表
332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会

出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 1 4,800 0 0 11 11 0 0 11 0 2 2 33.3
仙 台 中 央 グ リ ー ン 1 15,000 0 0 35 35 0 0 35 11 7 10 86.1
仙 台 五 城 1 28,000 0 0 56 55 0 0 55 18 10 20 67.1
仙 台 い ず み 1 36,000 0 0 44 46 0 1 45 4 0 0 81.1
仙 台 東 1 12,800 0 0 28 28 0 0 28 8 7 7 73.3
仙 台 泉 中 央 3 81,500 0 0 12 14 1 0 15 5 4 4 73.3

2

仙 台 青 葉 5 313,800 1 140 45 52 0 0 52 18 10 15 68.5
仙 台 広 瀬 0 0 0 0 22 23 0 0 23 1 0 0 69.5
仙 台 萩 2 120,800 0 0 35 36 2 0 38 9 8 11 80.7
仙 台 瑞 鳳 1 9,000 0 0 17 17 0 0 17 6 5 5 85.7
仙 台 杜 1 13,600 0 0 31 32 0 0 32 13 12 14 52.7
仙 台 シ テ ィ 2 24,000 0 0 35 38 0 0 38 11 6 8 75
仙 台 ガ イ ア ウ ェ ー ブ 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0

3

仙 台 エ コ ー 3 193,600 0 0 96 97 1 0 98 39 29 49 69.1
仙 台 宮 城 野 2 25,300 0 0 19 20 0 1 19 0 0 0 44.1
仙 台 第 一 1 7,000 0 0 10 10 0 0 10 6 4 5 100
仙 台 青 雲 0 0 0 0 23 23 0 0 23 7 2 2 0
仙 台 コ ア 2 124,200 1 8 19 18 3 0 21 8 4 8 88.8

リ ジ ョ ン 小 計 27 1,009,400 2 148 541 555 7 2 560 164 110 160

2

1

名 取 0 0 0 0 54 53 0 1 52 6 8 9 45.3
亘 理 0 0 0 0 24 22 0 0 22 7 7 7 53.3
岩 沼 0 0 0 0 29 30 0 0 30 9 9 9 47.6
柴 田 0 0 0 0 21 22 0 0 22 3 0 0 45.4
大 河 原 0 0 0 0 19 20 11 0 31 10 10 10 75
丸 森 0 0 0 0 9 14 0 0 14 4 4 4 55
山 元 0 0 0 0 22 25 0 0 25 8 7 7 72.2

2

白 石 0 0 0 0 12 11 0 0 11 0 0 0 72.7
蔵 王 1 0 1 6 27 28 1 0 29 13 5 8 100
川 崎 0 0 0 0 29 33 0 0 33 12 11 11 100
白 石 益 岡 2 5,000 1 10 16 16 0 0 16 7 7 8 100
村 田 0 0 0 0 17 17 0 0 17 4 4 5 100
七 ヶ 宿 1 10,000 0 0 6 6 3 0 9 2 2 2 85.7

リ ジ ョ ン 小 計 4 15,000 2 16 285 297 15 1 311 85 74 80

3

1

塩 釜 2 45,500 0 0 29 23 0 0 23 6 5 5 80.5
多 賀 城 0 0 0 0 41 43 0 1 42 10 11 11 70.9
七 ケ 浜 0 0 0 0 20 19 0 0 19 7 6 6 76.9
仙 台 高 砂 0 0 0 0 32 29 0 0 29 10 11 13 65.6
仙 台 い わ き り 0 0 0 0 33 33 0 0 33 9 9 9 62.5
利 府 2 2,500 1 84 18 18 0 0 18 8 3 5 100
仙 台 ニ ュ ー ポ ー ト 0 0 0 0 15 15 0 0 15 3 4 4 72.2

2
大 和 エ コ ー 1 30,000 0 0 27 28 0 0 28 3 4 4 72.9
塩 釜 中 央 0 0 0 0 15 14 0 0 14 6 4 6 87.5
富 谷 0 0 0 0 30 28 0 0 28 9 7 9 73.3

リ ジ ョ ン 小 計 5 78,000 1 84 260 250 0 1 249 71 64 72

4

1

石 巻 1 250,000 0 0 60 60 0 0 60 21 7 10 50
東 松 島 0 0 0 0 45 47 0 0 47 15 14 19 40.4
石 巻 中 央 1 6,730 7 60 27 24 0 0 24 7 6 12 0
女 川 0 0 0 0 12 12 0 0 12 0 0 0 0
石 巻 東 0 0 0 0 17 17 0 0 17 6 6 6 100
石 巻 日 和 1 1,250 1 19.5 14 14 0 0 14 4 2 2 0
石 巻 桃 生 1 220,000 0 0 27 27 0 0 27 12 10 12 66.6
石 巻 河 南 0 0 0 0 38 39 0 0 39 17 16 18 100
石 巻 河 北 0 0 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 66.6
石 巻 め ぐ み 野 0 0 0 0 46 43 0 0 43 19 11 23 100

2

南 三 陸 志 津 川 0 0 0 0 55 54 0 0 54 17 16 18 100
気 仙 沼 1 400,000 0 0 81 82 0 0 82 6 3 3 34.1
佐 沼 2 100,000 0 0 40 43 0 0 43 11 10 12 68.3
中 田 1 0 1 30 19 19 0 0 19 7 7 7 39.4

リ ジ ョ ン 小 計 8 977,980 9 109.5 490 490 0 0 490 145 111 145

5

1

古 川 2 234,000 0 0 59 58 0 1 57 15 15 15 77.5
鹿 島 台 0 0 0 0 12 12 0 0 12 3 3 3 91.6
小 牛 田 0 0 0 0 5 4 0 0 4 0 0 0 62.5
涌 谷 0 0 0 0 56 58 0 0 58 21 22 22 83.3
古 川 古 城 0 0 0 0 11 11 0 0 11 3 3 3 100

2

栗 原 若 柳 1 67,860 0 0 41 44 0 0 44 14 10 15 60.3
栗 駒 0 0 0 0 20 20 0 0 20 10 5 5 0
古 川 中 央 0 0 0 0 13 14 0 0 14 3 0 0 92.8
志 波 姫 0 0 0 0 29 30 0 0 30 14 11 11 92.1
高 清 水 1 15,000 0 0 17 17 0 0 17 7 5 5 67.6
築 館 0 0 1 18 23 23 0 0 23 9 6 6 73.5
加 美 0 0 1 42 17 17 0 0 17 4 0 0 61.7
石 越 0 0 0 0 10 10 0 0 10 0 0 0 95

リ ジ ョ ン 小 計 4 316,860 2 60 313 318 0 1 317 103 80 85
332-C 合計 48 2,397,240 16 417.5 1,889 1,910 22 5 1,927 568 439 542
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ライオンみやぎ
2016〜2017年
第 42 巻〈8〉2017. 2

編集後記
　ライオンズの最大の目的は奉仕することにある。ライオンの数が多ければ多いほどに奉仕も大き
くなる。数こそは力を生むことである。多くのライオンが誕生することこそ、最大の奉仕も誕生する。
仲間を１人でも多く増やすことが奉仕活動の第一歩である。
	 ライオンみやぎ編集委員会

　
合
同
例
会
で
は
、
は
じ
め

に
仙
台
エ
コ
ー
L
C
会
長

の
保
坂
浩
一
L
が
新
年
の

挨
拶
を
述
べ
、
次
に
岩
本
政

郁
ガ
バ
ナ
ー
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
続
い
て
新
入
会
員

の
入
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
年
会
は
、
仙
台
第
一

L
C
会
長
の
及
川
憲
敏
L

が
開
宴
の
挨
拶
を
述
べ
、
鏡

開
き
を
行
な
い
ま
し
た
。
元

国
際
理
事
菊
地
伸
治
L
の

乾
杯
の
音
頭
で
歓
談
と
な
り
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
津

軽
三
味
線
奏
者
の
数
又
利
夫

氏
と
民
謡
歌
手
の
加
藤
節
子

さ
ん
に
よ
る
歌
と
三
味
線
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。
第
一
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
竹
下
直
義
L
の

三
本
締
め
で
閉
宴
と
な
り
ま

し
た
。

　
1
月
26
日
、
仙
台
国
際
ホ
テ

ル
に
お
い
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
国
際
協
会
332
─
C
地
区
（
第

1
Z
・
第
2
Z
・
第
3
Z
） 

新
年

合
同
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ライオンズクラブ国際協会332-C地区

第1Z・第2Z・第3Z 新年合同例会
1月26日 仙台国際ホテル

アトラクションは津軽三味線と民謡

開宴の辞
仙台第一
LC会長
及川憲敏L

第一副地区
ガバナー
竹下直義L
の三本締め
で閉宴

乾杯の音頭
菊地伸治L
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